
項 ⽬ 内 容

名称 塩素 [英]Chlorine (Cl) [学名]-

概要 塩素は、細胞外液にもっとも多く存在する陰イオンで、体液の浸透圧の維持に重要

な役割を果たし、胃液中の塩酸の成分となっている。⾷事からの塩素の摂取は、主

に⾷塩の形で⾏われ、約60％は蓄積せず腎臓から体外に排泄されている。塩素は⾷

塩として、⾷物から⼗分摂取されており、現在では過剰摂取の状態になっている。

法規・制度 ■⾷薬区分

「専ら医薬品として使⽤される成分本質 (原材料) 」にも「医薬品的効能効果を標ぼ

うしない限り医薬品と判断しない成分本質 (原材料) 」にも該当しない。

成分の特性・品質

主な成分・性質 ・元素記号Cl、原⼦番号17、原⼦量35.45。塩化物の形で広く⽣物界に存在する。

分析法 ・塩素の分析には、モール法 (101) 、イオンクロマトグラフ法が⽤いられる

(PMID:14698273) 。
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循環器・

呼吸器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

消化系・肝臓

糖尿病・

内分泌

⽣殖・泌尿器 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=14698273&dopt=Abstract


脳・神経・

感覚器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

免疫・がん・

炎症

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⾻・筋⾁ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

発育・成⻑ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

肥満 調べた⽂献の中に⾒当たらない。
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